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６６月定例会月定例会
令和５年度の補正予算を審査する令和５年度の補正予算を審査する
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６月定例会のポイント

３・６・９・12 月に開催される定例会のうち、

６月定例会の内容をお届けします。

６月定例会は、主に今年度の補正予算を審

査しました。

６６月定例会の流れ月定例会の流れ
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町長による議案の提案説明　６/７  ㊌

議案質疑　６/１４ ㊌
議員が提案された議案に対し質疑を行う

（関連記事２～３ページ）

委員会付託　６/１４ ㊌
２つの常任委員会に審査を付託すること
を決定

常任委員会　６/１５  ㊍    ～   １６   ㊎
民生産業・総務文教委員会に分かれて付
託案件を審査

一般質問　６/１２  ㊊　   （  休  会　６/１３  ㊋   ）
議員が町政全般にわたって質問し、町の
見解を解く（関連記事６～９ページ）

委員会審査報告　６/２０  ㊋
各常任委員会での審査結果を委員長が報告

質疑・討論　６/２０  ㊋
委員長報告に対し、議員が質疑・討論（賛
成・反対）を行う

採決　６/２０  ㊋
議案の可否を決める（関連記事５ページ）

今定例会の今定例会の

注目の議案＆質疑注目の議案＆質疑

  【財産の取得】老朽化に伴う消防
　ポンプ自動車の更新

一般会計補正予算１億 7,100 万　３千円を追加

問／問／今後の消防各分団の車両の更新計画は。

まちづくり課長／まちづくり課長／有利な財源の利用、同一年での
複数台の購入等とならないよう、計画的なスケ
ジュールで更新していきます。

問／問／高額な財産の取得となるが、取得までの経緯
は。

管財課長／管財課長／５月 23 日に６事業者による入札を実
施しました。その落札事業者が発注を受け車両を
製造し、納品となります。

　６月７日から６月 20 日までの 14 日間の会期
で開催された６月定例会の主な内容は、税条例ほ
か２件の一部条例改正の承認、新型コロナウイル
スワクチン接種や低所得の子育て世帯の児童一人
当たりに特別給付を行うための関係経費について
の専決処分の承認、新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金を財源とする本町独自の支
援事業に要する経費を一体的に編成した補正予算
ほか１件、また財産の取得など、町長から提案さ
れた 12 議案となっています。
　続いて、今定例会の議案質疑をご紹介します。
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  【物価高騰対策】社会福祉施設等物価高騰対策支援金

  【物価高騰対策】保育所等給食支援事業費補助金

一般会計補正予算１億 7,100 万　３千円を追加

  【物価高騰対策】住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金

問／問／具体的な対象となる施設、またどういった支援が行われるのか。

福祉人権課長／福祉人権課長／原油価格高騰により負担が生じている社会福祉施設等に対し光熱費及び送迎時の燃料
費等の物価上昇分の相当額を支援するものです。対象施設は福岡県が実施する社会福祉施設等物価対
策支援金事業の対象とならない地域密着型サービス事業所となっています。町内のグループホームが
５箇所、デイサービスが３箇所、居宅介護支援事業所が４箇所の計 12 箇所が対象となります。

問／問／具体的にどのような内容か。

健康こども課長／健康こども課長／保護者の負担を増やさないための対策とし
て、認定こども園に対し、通所中の児童１人あたり 1,050 円の
副食費、主食費の材料値上り分の補助金を交付するものです。

（公立保育所に関しては、給食の材料購入費を補正予算に計上
しています。）

問／問／該当する給付対象世帯と給付申請の方法や受け取る際の口座をマイナンバーカードと紐づけされ
た方などへの対応は。

福祉人権課長／福祉人権課長／対象世帯は 2,800 世帯です。申請方法は、鞍手町から確認書を送付し、必要事項を
記載の上返信していただきます。今回、マイナンバーカードとの紐づけは行っていません。

  【物価高騰対策】　水道事業会計補助金

問／問／具体的にどのような内容か。

上下水道課長／上下水道課長／昨年度も行った事業になりますが、水道の基本料
金を８月請求分から 12月請求分までの５か月間、減免するもので
す。

注目の議案質疑
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納税義務者 課税免除額 年度 区分

株式会社サンテック 754,600 ４年度 増設

黒木コンポジット株式会社 913,200 ５年度 増設

東芝 EI ｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽﾃﾑ株式会社 3,289,400 ５年度 増設

藤井精工株式会社 1,468,800 ５年度 増設
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案件名案件名 議決結果議決結果

議案第 35 号　鞍手町監査委員の選任について 〇

議案第 36 号　専決処分の承認（鞍手町税条例の一部を改正する条例）について 〇

議案第 37 号　専決処分の承認（鞍手町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〇

議案第 38 号　専決処分の承認（鞍手町一般職職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について ◎

議案第 39 号　こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について ◎

議案第 40 号　専決処分の承認（令和５年度鞍手町一般会計補正予算　第１号）について ◎

議案第 41 号　専決処分の承認（令和５年度鞍手町一般会計補正予算　第２号）について ◎

議案第 42 号　令和５年度鞍手町一般会計補正予連（第３号）について ◎

議案第 43 号　令和５年度鞍手町水道事業会計補正予算（第１号）について ◎

議案第 44 号　財産の取得について ◎

議案第 45 号　鞍手町工場等設置奨励に関する条例に基づく令和４年度固定資産税の課税免除について ◎

議案第 46 号　鞍手町工場等設置奨励に関する条例に基づく令和５年度固定資産税の課税免除について ◎
陳情第３号　【「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情】
　　　　　　　福岡市博多区博多駅前 1-9-8　福岡県労働組合総連合　議長　山下和博

◎

陳情第４号　【インボイス制度の実施延期を求める意見書を政府に送付することを求める陳情】
　　　　　　　直方市大字頓野 3860-1　直鞍民主商工会　代表者　青野定幸

〇

発委第２号　議会広報編集調査特別委員会の設置 ◎

◎：出席者全員賛成で可決　〇：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）◎：出席者全員賛成で可決　〇：賛成多数で可決　×：賛成少数で否決（不採択）
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３５ 可決 １１ １ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３６ 可決 １０ ２ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

３７ 可決 １０ ２ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

陳４ 可決 １１ １ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

〇：賛成　●：反対　欠：欠席〇：賛成　●：反対　欠：欠席

※議長（的野信之）を除く 12 名で表決を行う※議長（的野信之）を除く 12 名で表決を行う

賛否が分かれた案件賛否が分かれた案件

審議結果審議結果
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※今号から、 各議員の政策提案に関連する目標ロゴを掲載します。

誰一人取り残さないようにするために、世界で取り組む１７の共誰一人取り残さないようにするために、世界で取り組む１７の共

通目標。通目標。（鞍手町でも、第５次鞍手町総合計画後期基本計画にお

いて『これからの「持続可能なまちづくり」には持続可能な開発

目標である SDGs の視点を取り入れていくこと』としています。）

Ｓustainable（持続可能な）

Ｄevelopment（開発）

Ｇoals（目標）

ご存
じ

です
か？SDGsSDGs
エス・ディー・ジーズ

知知りたいことりたいこと望望むことむこと

一般質問一般質問
６月定例会では、13 名中 3 名が登壇しました。

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点について質問することです。一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点について質問することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、議会広報編集調査特別委員会が校正したものです。　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、議会広報編集調査特別委員会が校正したものです。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
　※尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承ください。　※尚、会議録の調整により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承ください。

１．有働徳仁議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７１．有働徳仁議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
　　・小学校の統廃合後の場所について　　・小学校の統廃合後の場所について
　　・トイレ洋式化について　　・トイレ洋式化について
　　・エクストリームスポーツ振興について　　・エクストリームスポーツ振興について

２．西藤典子議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８２．西藤典子議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８
　　・町内の若者の個人情報提供は中止すべき　　・町内の若者の個人情報提供は中止すべき
　　・くらじの郷の旧入浴施設の再開について　　・くらじの郷の旧入浴施設の再開について
　　・「地域公共交通網形成計画」に係るアンケート調査について　　・「地域公共交通網形成計画」に係るアンケート調査について

３．宇田川亮議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９３．宇田川亮議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９
　　・学校給食費の無償化を　　・学校給食費の無償化を
　　・マイナンバーカードについて　　・マイナンバーカードについて
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政政 案案提提策策

小学校の統廃合後の場所について小学校の統廃合後の場所について

教
育
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、

教
育
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、

現
時
点
で
の
方
向
性
や
場
所
は
。

現
時
点
で
の
方
向
性
や
場
所
は
。

剣
南
小
学
校
を
建
設
地
と
し

た
統
合
基
本
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、

住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
た
め
、
統
合
小
学
校
の
場
所

は
剣
南
小
学
校
と
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

現
時
点
で

現
時
点
で

の
事
業
予
算
は
。

の
事
業
予
算
は
。

基
本
計

画
の
段
階
で
は
、

校
舎
ほ
か
附
属
施

設
等
の
建
設
、
外

構
や
解
体
工
事

費
と
し
て
59
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
次
の

段
階
で
あ
る
基
本
設
計
で
造
成
費
、

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
費
用
な
ど
を
精
査

し
、
開
校
ま
で
と
な
る
と
、
さ
ら
に

設
計
・
施
工
管
理
費
、
既
存
小
学
校

か
ら
の
引
っ
越
し
の
費
用
な
ど
も
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
で
の
ご
指
摘
を
受
け
、

現
在
精
査
中
で
あ
り
、
最
終
的
な
統

合
基
本
計
画
へ
は
、
全
体
事
業
費
を

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

町
と
し
て
の
負
担
額
は
。

町
と
し
て
の
負
担
額
は
。

基
本
計
画
案
の
段
階
で
見

込
み
59
億
円
に
対
し
て
、
国
庫
、
県

負
担
金
及
び
過
疎
債
交
付
税
分
と
し

て
39
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
鞍
手

町
の
負
担
額
は
20
億
円
と
な
り
ま
す
。

統
合
小
学
校
の
完
成
予
定
は
。

統
合
小
学
校
の
完
成
予
定
は
。

現
計
画
案
で
は
、
統
合
小

学
校
開
校
は
令
和
10
年
４
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

各
小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化

各
小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化

の
現
状
は
。

の
現
状
は
。各

小
学
校
と
も
、
各
階
の

ト
イ
レ
は
男
女
と
も
１
箇
所
を
洋
式

化
し
て
お
り
ま
す
。
今
の
子
ど
も
た

ち
は
、
家
庭
の
ト
イ
レ
の
ほ
と
ん
ど

が
洋
式
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
保
育

所
な
ど
で
も
和
式
ト
イ
レ
の
使
い
方

を
教
え
て
い
ま
す
し
、
小
学
校
で
も

新
一
年
生
に
は
教
え
て
い
ま
す
が
和

式
ト
イ
レ
で
用
を
足
す
こ
と
が
で
き

な
い
児
童
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。

剣
南
小
学
校
の
女
子
に
関
し
ま
し
て

は
、
洋
式
ト
イ
レ
に
行
列
が
で
き
る

状
況
が
あ
り
ま
す
。

町
を
よ
り
魅
力
あ

る
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
に
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る

と
の
考
え
は
持
っ

て
い
ま
す
。

有
働
徳
仁
（
う
ど
う 

の
り
ひ
と
）

洋
式
ト
イ
レ
を
早

洋
式
ト
イ
レ
を
早

急
に
設
置
す
る
考
え
は
。

急
に
設
置
す
る
考
え
は
。

早
急
に
設
置
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。ト

イ
レ
洋
式
化
問
題
、
町
長

ト
イ
レ
洋
式
化
問
題
、
町
長

の
考
え
は
。

の
考
え
は
。

９
月
議
会
で
予
算
を
上
程
で

き
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
ま
で
の
準
備
が
整
う
か

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー

エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
つ
い
て
。
町
と
し
て
ス

ツ
振
興
に
つ
い
て
。
町
と
し
て
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
練
習
場

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
練
習
場

所
の
提
供
の
考
え
は
。

所
の
提
供
の
考
え
は
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ

Ｘ
の
パ
ー
ク
競
技
に
つ
い
て
は
、

東
京
五
輪
で
正
式
種
目
と
な
り
、

近
隣
で
は
宗
像
市
、
中
間
市
、
飯

塚
市
や
香
春
町
な
ど
に
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
が
開
設
し
て
お
り

ま
す
。
若
者
向
け
の
こ
う
い
っ
た

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
鞍
手

有働有働徳仁議員員
NORIHITO　UDONORIHITO　UDO

「統合小学校の場所を剣南小学校と「統合小学校の場所を剣南小学校と
するということです」するということです」

　長町
議
員

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

町
長

ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い
て

ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い
て

　
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

　
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

                       
                       

振
興
に
つ
い
て

振
興
に
つ
い
て

議
員

町
長

町
長
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政政 案案提提策策

町内の若者の個人情報提供は中止すべき町内の若者の個人情報提供は中止すべき

新
聞
報
道
に
よ
る
と
「
自
衛

新
聞
報
道
に
よ
る
と
「
自
衛

隊
は
採
用
活
動
で
市
町
村
が
管
理
す

隊
は
採
用
活
動
で
市
町
村
が
管
理
す

る
住
民
基
本
台
帳
を
基
に

る
住
民
基
本
台
帳
を
基
に
1818
歳
や
歳
や
2222

歳
の
人
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
自
宅
に

歳
の
人
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
自
宅
に

募
集
案
内
を
送
る
な
ど
し
て
い
る
。」

募
集
案
内
を
送
る
な
ど
し
て
い
る
。」

「
自
衛
隊
担
当
者
が
各
自
治
体
で
書

「
自
衛
隊
担
当
者
が
各
自
治
体
で
書

き
写
す
の
に
手
間
が
か
か
る
た
め
、

き
写
す
の
に
手
間
が
か
か
る
た
め
、

1818
歳
な
ど
の
全
住
民

歳
な
ど
の
全
住
民

の
名
前
や
住
所
を
名

の
名
前
や
住
所
を
名

簿
で
提
供
す
る
よ
う

簿
で
提
供
す
る
よ
う

要
請
」「

要
請
」「
1919
年
に
は
、

年
に
は
、

当
時
の
安
倍
晋
三
首

当
時
の
安
倍
晋
三
首

相
が
提
供
を
拒
む
市

相
が
提
供
を
拒
む
市

町
村
を
批
判
」「
防

町
村
を
批
判
」「
防

衛
省
は
働
き
か
け
を

衛
省
は
働
き
か
け
を

強
め
た
」
と
あ
る
。

強
め
た
」
と
あ
る
。

い
つ
か
ら
名
簿
を
提

い
つ
か
ら
名
簿
を
提

供
し
て
い
る
の
か
。

供
し
て
い
る
の
か
。

鞍
手
町
で
は
令
和
３
年
度
よ
り
名
簿

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

提
供
名
簿
の
具
体
的
内
容
と

提
供
名
簿
の
具
体
的
内
容
と

対
象
者
数
は
。

対
象
者
数
は
。

そ
の
年
度
に
18
歳

や
22
歳
に
な
ら
れ
る
方
の
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
住
所
の
４
情
報
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
提
供

し
た
人
数
は
２
４
３
人
で
す
。

近
隣
市
町
村
の
直
方
市
、
中

近
隣
市
町
村
の
直
方
市
、
中

間
市
、
水
巻
町
な
ど
は
提
供
し
て
い

間
市
、
水
巻
町
な
ど
は
提
供
し
て
い

な
い
。
報
道
記
事
に
も
、
提
供
を
断

な
い
。
報
道
記
事
に
も
、
提
供
を
断

る
市
町
村
は
「
法
的
根
拠
を
疑
問
視
」

る
市
町
村
は
「
法
的
根
拠
を
疑
問
視
」

と
あ
る
。
鞍
手
町
が
要
請
に
応
じ
た

と
あ
る
。
鞍
手
町
が
要
請
に
応
じ
た

理
由
は
。

理
由
は
。

令
和
３
年
２
月
、

自
衛
官
ま
た
は
自

衛
官
候
補
生
の
募
集

事
務
に
関
す
る
資
料

の
提
出
に
つ
い
て
の

通
知
が
あ
り
、
そ
の

中
で
、
住
民
基
本
台

帳
法
上
、
特
段
の
問

題
を
生
ず
る
も
の
で

は
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
後
自
衛
隊

に
名
簿
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。

通
知
の
あ
て
先
は
。

通
知
の
あ
て
先
は
。

鞍
手
町
長
宛
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

本
人
や
保
護
者
は
そ
の
こ
と

本
人
や
保
護
者
は
そ
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る
の
か
。

を
知
っ
て
い
る
の
か
。こ

の
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
ご
家
族
等
に
は
通
知
等
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

私
は
国
民

の
生
命
と
安
全
、

ま
た
健
康
、
財
産

を
守
る
た
め
に
自

衛
隊
は
今
必
要
だ

と
い
う
ふ
う
に
感

じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
名

簿
の
提
供
に
つ
い

て
は
求
め
に
応
じ

て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

○
そ
の
他
「
く
ら
じ
の
郷
」
旧

○
そ
の
他
「
く
ら
じ
の
郷
」
旧

入
浴
施
設
の
再
開
・
地
域
公
共

入
浴
施
設
の
再
開
・
地
域
公
共

交
通
の
形
成
計
画
に
係
る
ア
ン

交
通
の
形
成
計
画
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
の
質
問

ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
の
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。　

西
藤
典
子
（
さ
い
と
う 

の
り
こ
）

個
人
情
報
が
本
人

個
人
情
報
が
本
人

が
知
ら
な
い
う
ち
に
外
部

が
知
ら
な
い
う
ち
に
外
部

に
提
供
さ
れ
る
と
い
う
こ

に
提
供
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
の
重
大
性
を
ど
う
考
え

と
の
重
大
性
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

て
い
る
の
か
。

求
め
に
応
じ
て
、
法

令
上
は
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
提
供

し
て
お
り
ま
す
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も

言
わ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
本
人
も

言
わ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
本
人
も

親
も
知
ら
な
い
の
に
、
町
が
自
衛
隊

親
も
知
ら
な
い
の
に
、
町
が
自
衛
隊

に
名
簿
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と

に
名
簿
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と

を
、
お
か
し
い
と
思
わ
な
い
の
か
。

を
、
お
か
し
い
と
思
わ
な
い
の
か
。

自
衛
隊
は
国
だ
け
で
な
く
、

国
の
内
外
に
対
し
て
災
害
派
遣
等
の

重
要
な
任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
、
生
命
、
安
全
安

心
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
私
は
自

衛
隊
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
は
安
保
法
制
に
よ
っ
て
自

今
は
安
保
法
制
に
よ
っ
て
自

衛
隊
員
に
は
戦
死
の
可
能
性
が
あ

衛
隊
員
に
は
戦
死
の
可
能
性
が
あ

り
、
軍
備
増
強
も
進
行
中
だ
。
今
後

り
、
軍
備
増
強
も
進
行
中
だ
。
今
後    

の
対
応
は
。

の
対
応
は
。

西藤典子議員
NORIKO　SAITONORIKO　SAITO

「今後も自衛隊の求めに対応してい「今後も自衛隊の求めに対応してい
きたいと考えております」きたいと考えております」

議
員

住
民
環
境
課
長

議
員

住
民
環
境
課
長

議
員

住
民
環
境
課
長

議
員

住
民
環
境
課
長

議
員

住
民
環
境
課
長

議
員

町
長

議
員

町
長

議
員

町
長

　長町
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学校給食費の無償化を学校給食費の無償化を

義
務
教
育
無
償
の
範
囲
に

義
務
教
育
無
償
の
範
囲
に

つ
い
て
、
学
校
給
食
費
も
含
ま
れ
る

つ
い
て
、
学
校
給
食
費
も
含
ま
れ
る

こ
と
を
文
部
科
学
省
も
認
め
て
い
る

こ
と
を
文
部
科
学
省
も
認
め
て
い
る

が
、
そ
の
認
識
は
。

が
、
そ
の
認
識
は
。

給
食
費
に
関
し
ま
し
て
も

範
囲
に
は
入
る
と
は
思
い
ま
す
。

政
府
答
弁
は
承
知
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
国
の
制
度
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
食
育
で
あ
り
、

学
校
給
食
は
食
育
で
あ
り
、

食
育
の
推
進
は
国
と
自
治
体
の
責
務

食
育
の
推
進
は
国
と
自
治
体
の
責
務

で
あ
る
こ
と
の
認
識
は
。

で
あ
る
こ
と
の
認
識
は
。

栄
養
教
諭
と
も
連
携
し
て

食
育
の
生
き
た
教
材
と
な
る
学
校
給

食
を
活
用
し
、
食
に
関
す
る
指
導
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
食
育

は
、
教
育
の
一
環
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
岡
県
内
に
お
け
る
学
校
給

福
岡
県
内
に
お
け
る
学
校
給

食
費
無
償
化
の
状
況
は
。

食
費
無
償
化
の
状
況
は
。

恒
久
的
に
無
償
化
し
て

い
る
自
治
体
が
１
自
治
体
、
一
時
補

助
が
20
自
治
体
で
す
。

今
年
４
月
か
ら
は
小
竹
町
も

今
年
４
月
か
ら
は
小
竹
町
も

完
全
無
償
化
に
な
り
ま
し
た
。

完
全
無
償
化
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
、
無
償
化
が
広
が
っ
て
き
て
い

　
今
、
無
償
化
が
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
学
校
給
食
費
を
恒
久
的
に
無

ま
す
。
学
校
給
食
費
を
恒
久
的
に
無

償
化
す
る
考
え
は
。

償
化
す
る
考
え
は
。

無
償
化
は
難
し
い
と
い
う
状

況
で
す
。い

き
な
り
完
全
無
償
化
は
で

い
き
な
り
完
全
無
償
化
は
で

き
な
い
が
、
例
え
ば
多
子
家
庭
や
就

き
な
い
が
、
例
え
ば
多
子
家
庭
や
就

学
援
助
の
範
囲
を
広
げ
る
な
ど
、
教

学
援
助
の
範
囲
を
広
げ
る
な
ど
、
教

育
費
の
負
担
が
本
当
に
大
き
い
と
こ

育
費
の
負
担
が
本
当
に
大
き
い
と
こ

ろ
に
ま
ず
焦
点
を
当
て
る
な
ど
の
考

ろ
に
ま
ず
焦
点
を
当
て
る
な
ど
の
考

え
方
も
あ
る
の
で
は
。

え
方
も
あ
る
の
で
は
。

そ
の
提
案
も
含
め
て
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

９Ι 議会だよりくらて№ 143　令和 5年 7月 31 日発行

宇
田
川
　
亮
（
う
た
が
わ 

あ
き
ら
）

宇田川亮議亮議員
AKIRA　UTAGAWAAKIRA　UTAGAWA

健
康
保
険
証
と

健
康
保
険
証
と

一
体
化
し
た
マ
イ
ナ
ン

一
体
化
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
別
人
の

バ
ー
カ
ー
ド
に
別
人
の

情
報
が
登
録
さ
れ
て
い

情
報
が
登
録
さ
れ
て
い

た
誤
り
は
７
３
０
０
件

た
誤
り
は
７
３
０
０
件

以
上
も
起
き
て
い
ま
す
。

以
上
も
起
き
て
い
ま
す
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合

全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
の
調
査
で
も
、
医
療
現
場
の
ト
ラ

会
の
調
査
で
も
、
医
療
現
場
の
ト
ラ

ブ
ル
が
中
間
集
計
で
３
９
２
９
件
、

ブ
ル
が
中
間
集
計
で
３
９
２
９
件
、

全
体
の

全
体
の
6464
・
８
％
も
発
生
し
て
い
ま

・
８
％
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
、
保
険
証
廃
止
は
や

す
。
町
と
し
て
、
保
険
証
廃
止
は
や

め
る
よ
う
国
に
強
く
働
き
か
け
る
考

め
る
よ
う
国
に
強
く
働
き
か
け
る
考

え
は
。

え
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
相

次
い
で
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
。
特
に
保
険
証
に

関
す
る
情
報
の
誤
り
は
、
命

に
関
わ
る
重
大
な
事
故
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
と
も
思
わ
れ

ま
す
。

　
国
に
対
し
、
保
険
証
の
廃

止
を
や
め
る
よ
う
要
望
す
る

考
え
は
私
自
身
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
村
会
を
介
す
る
な
ど

し
て
国
民
が
抱
え
て
い
る
不

安
の
解
消
な
ど
を
国
に
要
請

し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

「完全無償化は難しいが、今後検討「完全無償化は難しいが、今後検討
していきます」していきます」

議
員

教
育
長

町
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
課
長

議
員

町
長

議
員

町
長

議
員

町
長 マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　長町
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鞍手町議会
わたしたちが住んでいる鞍手町を住みやすくするにはどうしたらいいだろう・・・？

町の人みんなで集まって話し合うのはたいへん。
わたしたちの町の中から代表の人たちを選んで、

住みやすい「まち」になるように話し合うことにしているんだ。

町議会のお仕事
★鞍手町の決まり（条例）を決めたり、決まり（条例）が正しいか、
チェックします。
★鞍手町が仕事をするためのお金（予算）を決めたり、お金（予
算）が正しく使われたか調べます。
★鞍手町の仕事が町の人のために正しく行われているか
調べます。

★町の人から出た意見や要望が鞍手町のために必要か調べます。必
要と判断したときは、町に提言や要請をして、町にしっかり伝えます。
★国や福岡県に「こうしてほしい」という意見やお願いをします。

鞍手町議会キッズページ

町議会ってどんなことをしているのかな？
議会のお仕事についてみてみよう！

★☆★☆★☆★☆★☆★　編 集 後 記　★☆★☆★☆★☆★☆★
　６月 20 日、議会全員懇談会で、鞍手町立小学校統合基本計画の
策定について報告を受けた。未来の鞍手町を築く子ども達の健やか
な成長と幸せを心から願いたい。
　新しくスタートした鞍手町議会の「議会広報編集調査特別委員会」
は、議会広報を「手にとりやすく」「見やすく」「明るく」
を目標にリニューアルすることを決定した。
　ご期待願いたい。　　　　　　　　【 西 藤 典 子 】

発行責任者：的野信之
編集スタッフ
委員長：西藤典子　　　副委員長：野口美恵子
委員：許斐英幸、新谷留晴、許斐潤一郎、石井大輔

くら　 て　 まち　 ぎ 　かい

まち ぎ かい

ぎ かい し ごと

くら　  て　 まち　   ぎ　 かい

す くら て まち す

まち ひと あつ はな あ

まち なか だいひょう ひと えら

す はな あ

まち 　 ぎ    かい し   ごと

くら て まち き じょうれい き き じょうれい ただ

くら て まち しごと かね よさん き かね よ

さん ただ つか しら

くら て まち しごと まち ひと ただ おこな

しら

まち ひと で いけん ようぼう くら て まち ひつよう しら ひつ

よう はんだん まち ていげん ようせい まち つた

くに ふくおかけん いけん ねが

( その１）


